








　こんにちは、男鬼楽座です。もう秋になり、けっこう

肌寒くなってきました。新型インフルエンザも心配で

すが、そんなこと言ってられません。もうすぐ茅刈り

の時期です！ !

　今回は、大学生地域再生活動団体サミット、笹刈り

に参加したことを報告します。
＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊
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大学生地域再生活動団体サミット

に参加しました！

大学生地域再生活動団体サミット

に参加しました！
　９月５・６日、京都府宮津市で第１回大学生地域再生

活動団体サミット（以下、サミット）が行われました。

宮津市は、主催者である立命館大学・丹後村おこし

開発チームの活動拠点です。地域で活動する日本各地

の大学のチームが、宮津会館に集まり、それぞれの

活動を発表しました。

　宮津会館の後ろには、日本海が広がっています !
＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊
　私たちのように地域で活動する学生団体が集まる

のは、初めてのことです。サミットには男鬼楽座の

メンバーのうち、３回生５人が参加しました。

今回参加したのは、以下の 10 大学のチームです。
・北海道大学　日本農業系学生会議JASC実行委員会

・早稲田大学　学生NPO農楽塾

・東京農工大学　黒森もりもり倶楽部

・豊橋技術科学大学大学院　よらっせ！

・帝京科学大学　森のココペリ

・岐阜大学系かみいしづ古民家再生プロジェクト

・立命館大学経営学部プロジェクト団体 丹後

村おこし開発チーム

・武庫川女子大学　古民家族　船坂古民家

再生プロジェクト ～古民家自力修復への挑戦～

・立命館アジア太平洋大学　LSB （Long Stay  

Beppu） 研究会

・滋賀県立大学　男鬼楽座　限界集落の村おこし

　有識者を招いてのサミットで、発表後には講評を

いただきました。男鬼は他の団体とは違い、人々

が住まない消滅集落で活動しているので、行政に

働きかけなければならないとのコメントをいただき

ました。

　また、今年の茅葺き屋根の葺き替えイベントを

行った時の映像を見て頂いたのですが、なかなか

好評でした。しかし、直前にスライドを追加し、

準備不足なところもありました。

　代表の前田早紀さんが発表をしました。

サミット　２日目サミット　２日目

　前日から場所を移動していて、このような山の

緑がとてもきれいなところで、宿泊しました。
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　２日目には分科会が行われ、各班に分かれて討論を

行いました。はじめは、他団体の人々とまともに討論

ができるのか、とても不安でした。しかし、前日の

交流会で仲良くなったメンバーの方々と、フランクに

それぞれの意見を話せたので良かったです。

　討論の後、まとめた結果を発表しました。

サミットの最後に、共同宣言が行われました。

　今回、参加して他団体の人々と話をしたことが、

とてもいい経験になりました。また、私たちはゼミに

入ったことがきっかけで活動をしている人ばかりなの

で、他団体との活動に対する思いの差をとても感じま

した。古民家がとても好きで、古民家再生に取り組ん

でいる子にはとても感心しました。

　私たちがさらに活動していくためには、現状を見直し

ていくことが必要です。そのため勉強会やミーティング

など、基本的なことから始めていこうと思います。

　代表の前田早紀さんに、サミットに参加した成果を

聞いてみました。

　「男鬼楽座に参加してから今までに、自分たちの活動

について、振り返ることがありませんでした。しかし

サミットに参加して、発表することで自分たちを客観的

にみることができました。また、他の団体の人と交流

をして、とても刺激を受けました。茅葺き屋根の葺き

替えをするだけでなく、その先の、長期的なビジョンを

考えなければならないと気づきました。

　そして、丹後村おこし開発チームと古民家族と男鬼が、

ネットワークをつくることになりました。それぞれの

活動に参加し合い、協力していきたいです！」

今後の活動予定

11 月 15 日　茅刈り（米原市伊吹町）

　  　 21･22 日　全国茅葺き民家保存活用ネットワーク

　　　　　　　　協議会のシンポジウムへの参加

11 月下旬から 12 月中旬にかけて、適宜、茅刈り

を行います。興味のある方はご連絡下さい！　

　細い山道をバスで上っていくのですが、まるで男鬼

に行くときのようでした。しばらく男鬼には行って

いないので、一度行かなくては。今年は雪が多いか

もしれないなぁ。

＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊
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分科会分科会

＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊

笹刈り笹刈り
　さっそく、10月 17日～18日に行われた立命館大学・

丹後村おこし開発チームの笹刈りに参加してきました !!

      丹後村おこし開発チームが活動を行っている上世屋

地区では、茅ではなく笹で屋根を葺きます。

笹場の様子です。手前は刈った後、奥はこれから刈る場所です。

　茅は主に茎の部分で屋根を葺くため根元を揃えて束ねます

が、笹は主に葉の部分で葺くため、葉の部分を揃えて

束ねます。

　大変な作業でしたが、とてもいい経験になりました !!

今後の活動予定



　

男
鬼
楽
座
は
、
前
期
に
行
っ
た

茅
葺
き
民
家
の
葺
き
替
え
終
了
後
、

来
年
度
の
葺
き
替
え
の
た
め
の
茅

刈
り
を
十
一
月
か
ら
十
二
月
に

か
け
て
数
回
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
茅
刈
り
も
、
葺
き
替
え

イ
ベ
ン
ト
と
同
じ
く
一
般
か
ら
の

参
加
者
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
本

学
学
生
の
他
に
他
大
学
学
生
か
ら

も
応
募
が
あ
り
、
交
流
も
兼
ね
た

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

伊
吹
山
と
多
賀
町
の
桃
原
・
保
月

の
計
三
箇
所
で
刈
っ
た
結
果
、

目
標
を
上
回
る
二
百
束
近
い
茅
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

来
年
度
の
葺
き
替
え
で
使
用
さ
れ

る
ま
で
、
茅
は
貯
蔵
庫
で
春
を

待
ち
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
ご
参
加
下
さ
っ
た

皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
来
年
度
の
葺
き
替
え
が

非
常
に
楽
し
み
で
す
。

11 月 10 日　鎌研ぎなど、茅刈りへの準備

11月 20,21 日　茅葺きシンポジウムに参加　

11月中旬～ 12 月上旬　茅刈りイベントを開催

12月 12,13 日　かみいしづ古民家再生プロジェクトの

　　　　　　　茅刈り・葺き替えイベントに参加

12月 15 日　伊吹山で刈った茅を小屋に保管　

１月９日　古民家楽座と共に龍谷大学の学生シンポジ

　　　　　ウムに参加

  

2009 年度後期の活動内容

　

岐
阜
県
の
上
石
津
町
で
行
わ
れ
た
、

茅
葺
き
民
家
の
屋
根
葺
き
及
び
茅
刈

り
イ
ベ
ン
ト
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
相
互
交
流
の
一
環
で
、
今
回

お
世
話
に
な
っ
た
の
は
、
岐
阜
県
の

か
み
い
し
づ
古
民
家
再
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
す
。
か
み
い
し
づ
の
方
々
に

も
、
今
後
、
男
鬼
の
茅
葺
き
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

目
標
を
上
回
る
茅
を
確
保
！

　
　

～
来
年
度
の
葺
き
替
え
に
向
け
て

　下の写真は、茅を刈った後に、松の

木に茅束を立てかけて、一時的に保管

しているものです。一日に刈った三十

束あまりの茅束が、数重に重なってい

ます。

↓ 

あ
る
一
日
の
成
果

２０１０／３／３１（水）
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十
一
月
十
五
日
、
米
原
市
の
伊
吹
山

で
二
〇
〇
九
年
度
初
め
て
の
、
茅
刈
り

を
行
い
ま
し
た
。
環
境
科
学
部
の
野
間

先
生
の
縁
で
、
伊
吹
山
の
三
合
目
に
あ

る
茅
を
刈
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

九
月
に
行
わ
れ
た
、
大
学
生
地
域
再

生
活
動
団
体
サ
ミ
ッ
ト
で
結
を
つ
く
り
、

そ
の
お
か
げ
で
立
命
館
大
学
の
丹
後
村

お
こ
し
開
発
チ
ー
ム
か
ら
三
人
の
参
加

を
得
て
、
た
く
さ
ん
の
茅
を
刈
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

丹
後
村
お
こ
し
開
発
チ
ー
ム
は
、
笹

葺
き
民
家
の
屋
根
の
葺
き
替
え
を
し
て

お
ら
れ
ま
す
。
笹
よ
り
も
茅
の
方
が
刈

り
や
す
い
と
の
こ
と
。

　

今
後
も
、
お
互
い
の
活
動
に
参
加
し

交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
で
す
。

二
〇
〇
九
年
度
初
め
て
の
茅
刈
り

　
　
　
　
　
　
　
　
〜
伊
吹
山
〜

か
み
い
し
づ

　
古
民
家
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
一
月
九
日
、
龍
谷
大
学
で
行
わ
れ
た
、
環
境

問
題
か
ら
二
十
一
世
紀
の
み
ら
い
社
会
を
考
え

る
学
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
二
十
一
世
紀
の
景
観

と
ま
ち
づ
く
り 　

in
京
都
」
に
参
加
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
龍
谷
大
学
さ
ん
が
男
鬼
楽
座
の

活
動
を
知
り
、
ご
連
絡
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
す
。
古
民
家
楽
座
と
共
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▲活動内容の発表を行う
代表の前田早紀さん

新たなネットワークの創造へ
～龍谷大学での
　学生シンポジウムへ参加～

　
男
鬼
楽
座
の
活
動
か
ら
得
ら

れ
る
も
の
・
こ
と
を
紹
介
し
ま

す
！

①
鎌
研
ぎ
の
技
術
↑

　

茅
刈
り
の
前
に
は
、
砥
石
を

使
っ
て
鎌
の
刃
を
研
ぎ
、
道
具

の
手
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。

②
絶
景
に
感
動

　

力
仕
事
が
多
い
活
動
で

大
変
で
す
が
、
そ
ん
な
疲

れ
も
、
こ
の
景
色
を
見
れ

ば…

！
ま
だ
ま
だ
、
が
ん

ば
れ
ま
す
。↓
→

一
年
間
の
活
動
を
終
え
て

　
一
番
の
成
果
は
、
学
外
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
大
す
る

事
が
で
き
た
こ
と
で
す
。

  

茅
葺
き
民
家
の
保
存
と
活

用
を
行
う
他
大
学
の
学
生
と

交
流
を
し
、
意
見
交
換
の
場

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
立
命
館
大
学
さ

ん
、
武
庫
川
女
子
大
学
さ
ん

と
は
、「
結
」
的
な
協
力
し

あ
う
環
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
は
、
私
た
ち
の
代

だ
け
で
で
き
た
も
の
で
は
な

く
、
今
ま
で
五
年
間
、
活
動

を
さ
れ
て
き
た
先
輩
方
の
つ

な
が
り
が
あ
っ
て
こ
そ
で
す
。

　

来
年
度
も
、
こ
れ
ら
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
、
活
動

し
て
い
き
ま
す
。

は
じ
め
て
出
会
う

　
　

活
動
の
あ
れ
こ
れ
に
感
動
！

▲茅刈りを終えて

▲岐阜県の上石津町での茅刈り
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